
公益社団法人八王子市勤労者福祉サービスセンター会員に関する規則 
 
 

（目 的） 

第１条 この規則は､公益社団法人八王子市勤労者福祉サービスセンター定款（以下

「定款」という。）第６条第１項の規定に基づき､公益社団法人八王子市勤労者福祉サ

ービスセンター（以下「センター」という。）の会員（以下「会員」という。）に関し

必要な事項を定めることを目的とする。 

 

（定 義） 

第２条 この規則において、次に掲げる用語の意義は､当該各号に定めるところによ 

  る。 

（1）中小企業等  中小企業基本法に定める常時雇用する従業員の数が３００人以 

                 下の中小企業､協同組合その他の事業所をいう。  

（2） 正会員     定款第６条第１項に定める正会員をいう。 

 (3)  一号会員   定款第６条第１項第１号に定める正会員をいう。 

 (4) 二号会員   定款第６条第１項第２号に定める正会員をいう。 

 (5) 賛助会員   定款第６条第１項第３号に定める団体又は個人をいう。 

（6） 利用会員   正会員（事業所）の構成員であり、かつ会費納入の対象者であ 

                 る事業主､代表者又は勤労者をいう。 

 (7) 家族会員  利用会員の配偶者、利用会員と同一住居に居住している子及び父 

母をいう。 

 

（一号会員の資格確定） 

第３条 一号会員の資格は､当該会員の利用会員が５人以上であることを毎年４月１ 

日を基準日として確定する。この場合､二号会員が一号会員の資格を取得したきは 

一号会員として､また一号会員がその資格を失った時は二号会員として入会したも 

のとみなす。 

 

（入会資格） 

第４条 センターに入会することができる者は､次の各号のいずれかに該当する者と

する。 

 (1) 八王子市（以下「市」という。）内の中小企業等に勤務する勤労者 

 (2) 市内に居住し､市外の中小企業等に勤務する勤労者 

 (3) その他理事長が適当と認めた団体又は個人 

 

（利用会員の資格） 

第５条 利用会員になることができる者は、前条第１号及び第２号の規定に該当する

中小企業等の勤労者及び事業主並びに同条第３号に規定する団体又は個人とする。 

２ 前項の規定にかかわらず､次の各号のいずれかに該当する者は利用会員になるこ 

  とができない。 

 (1) 臨時又は季節的業務等に期間を定めて雇用されている者 



 (2) 入会時において入院又は病気加療中の者 

 (3) 定款第１０条の規定により除名された会員の構成員 

 (4) 前各号のほか､理事長が不適当と認めた者 

 

（入会手続き） 

第６条 センターに正会員として入会しようとする事業主又は代表者並びに個人は、

入会申込書に関係書類を添えて、理事長に提出し、理事長の承認を得なければなら

ない。 

２ 前項の規定により、理事長が入会を承認したときは、理事長はこれを直近の理事

会に報告しなければならない。 

３ 既に入会している正会員が利用会員を追加して加入させようとするときは、当該 

  利用会員の氏名、生年月日､住所等理事長の指定する事項を所定の手続きにより理 

  事長に提出し、その承認を得なければならない。  

４ 利用会員が同居の家族を会員家族として追加登録するときは、当該家族の氏名、

生年月日、続柄等の指定する事項を入会申込書に記入して、事業主又は代表者を通

して理事長に提出し、承認を得なければならない。 

５ 理事長は、入会を承認したときは、利用会員ごとに会員証を交付するものとする。 

 

（資格取得） 

第７条 前条の規定により入会した利用会員の資格は、理事長の入会承認を受けた日 

  の属する月の翌月初日以降に発生するものとする。ただし、毎月の２１日以降に入 

会承認を得た場合は、翌々月初日以降に資格が発生するものとする。 

 

（入会金及び会費） 

第８条 利用会員の入会金及び会費（以下「会費等」という。）の額は、次のとおり

する。 

 (1) 入会金  １人   ３００円 

 (2) 会 費  １人 月額４５０円 

 

（会費の使途） 

第９条 前条の会費等は、センターの事業活動に経常的に生じる費用に使用する。 

２ 前項の場合において、会費等から１００分の７０を限度にして中小企業勤労者の

共益事業に使用する。 

 

（会費等の納入方法） 

第１０条 利用会員の会費等は､正会員が３か月に１回前納するものとし､正会員の

指定する金融機関の預金口座から自動振替の方法により納入するものとする。 

２ 会費等の自動振替日は､毎年度４月､７月､１０月､１月の２０日とする。 

  ただし､自動振替日が金融機関の休業日に当たるときは､翌営業日とする。 

３ 正会員が前納する会費額は、自動振替日の前月２０日現在の利用会員数に１人 

  当たりの会費額を乗じて得た額の３か月分とする。 



４ 第１項の規定による会費の納入が困難な場合は､理事長の承認を得て別に定める 

確実方法により納付することができる。 

５ 納入された会費等は､返還しない。ただし、前納した部分の会費はこの限りでな 

  い。 

 

（会費の精算） 

第１１条 理事長は、正会員において利用会員数に異動が生じ､その旨の届出を受け､

承認した場合は、次の会費納入時に精算を行う。 

 

（退会届）  

第１２条 正会員は､利用会員について次の各号のいずれかに該当するときは、会員 

  証を添えて、当該利用会員の氏名を所定の手続きにより理事長に届け出なければな 

  らない。 

 (1) 利用会員がその資格を失ったとき。 

 (2) 前号以外の理由により退会又は同等の状況に至ったとき。 

２ 正会員がセンターを退会しようとするときは、理事長に事業所退会届を提出しな 

ければならない。 

 

（資格の喪失） 

第１３条 前条の利用会員又は正会員の資格喪失の日は、利用会員にかかる退会届又 

  は事業所脱会届を毎月の２０日までに提出した場合は、その日の属する月の末日と 

  する。ただし､毎月の２１日以降に提出した場合は、翌月末日とする。 

 

（変更届）  

第１４条 正会員は、利用会員に関して届け出た事項、正会員の会費引き落とし金融 

  機関および口座、その他届出事項に変更が生じたときは、速やかに理事長にその旨 

  を届け出なければならない。 

 

（受益の制限） 

第１５条 理事長は、正会員が会費の納付を怠ったときは、正会員及び利用会員の受 

  益の一部又は全部を制限することができる。 

２ 正会員又は利用会員は、正会員の会費納付不作為による理事長の受益制限行為に

ついて正当な事由がある場合を除くほか、理事長に対し抗弁することができない。 

 

（賛助会員） 

第１６条 賛助会員は、センターの経費負担とならない事業の範囲において、理事会

の承認を経た事業を利用することができる。 

２ 賛助会員の会費は事業年度会費とし、事業年度期中に入会及び退会しても同額と

する。 

３ 賛助会員の入会金及び会費の額は、次のとおりとする。 

 (1) 入会金 入会時   １人    １００円 



 (2) 会 費 年度会費  １人  １,０００円 

４ センターに賛助会員として入会しようとする団体又は個人は、入会申込書と勤労

者であることを証する証明書及び入会金と会費を添えて、理事長に提出し、承認を 

 得なければならない。 

５ 前項の規定により入会した賛助会員の資格は、理事長の入会承認を受けた日の翌

日より発生し、退会届を提出した翌日より賛助会員の資格を喪失する。 

６ 賛助会員の入会年次以降の会費は、毎事業年度、１回、全額を４月２０日に賛助

会員が指定する金融機関の預金口座から自動振替の方法により納入するものとす

る。 

ただし、自動振替日が金融機関の休業日に当たるときは、翌営業日とする。 

７ 賛助会員が、年度会費を毎事業年度の６月３０日まで納付しなかったときは、前

事業年度の３月３１日をもって退会したとみなし、賛助会員の資格を喪失する。 

８ 理事長は、賛助会員の登録会員に賛助会員の会員証を発行する。 

 

（委 任） 

第１７条 この規則の施行に関し必要な事項は、理事長が別に定める。 

 

附 則 

１ この規則は､平成２３年４月１日から施行する。 

２ 公益社団法人設立の日の前日までに、社団法人八王子市勤労者福祉サービスセン 

ターに加入していた会員は､定款第７条に定める入会手続きを完了したものとみな 

す。 

 

附 則（2023 年 6 月 21 日 理事会決定） 

この規則は、２０２３年（令和５年）７月１日から施行する。 


